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学校名 

 

福岡県 宮若市立宮若東中学校 

 

報告者 
教諭 河野 慶太郎 

（連絡先 TEL： ０９４９－３３－３５０１ ） 

 

寄贈品 

・天体投影機（渡辺式） 

・ドーム（2.6m） 

・ウチダ 太陽系惑星セット 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

○使用者 

理科担当教諭および生徒 

 

○使用内容 

恒星の配置および太陽や月の運動など、天球面の諸現象をドームに天体

投影機で映して、天体の運行を見せている。また、惑星の特徴について、

太陽系惑星セットの模型を使いながら紹介している。 

 

○使用頻度 

第３学年 理科 天体に関する単元    理科室付近の廊下に常設 

申請当初の 

目的達成状況 

有効に活用でき、生徒が天体に関する学習内容の理解を深めるという当初

の目的を達成することができた。 

教育的効果につい

て所見等 

 教室内で天体投影機を用いて天体の運行を見せることによって、教師が生

徒の実態に合わせて説明できたり、生徒と教師、また、生徒同士が対話をし

ながら鑑賞できたりするため、教育的効果は高いと考える。そして、廊下に

教材を常設し、学年を問わず興味を持った生徒が教材に触れられるようにす

ることにより、多くの生徒が天体について興味をもつことに繋がる。また、

太陽系惑星セットの模型を用いることによって、視覚的および実体的に惑星

の特徴を捉えることができるため、教育的効果があると考える。 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

 

 
生徒がドームの下に座り、教師が説明する様子 

 

 
生徒がレーザーポインターで星座や星を探す様子 

 

 
理科室付近の廊下に常設している様子 

 

 

 

 
生徒が太陽系惑星セットの木星を持つ様子 

 

今後の活用見通し・課題 

理科室付近の廊下に教材を常設することができたが、継続的に利用する生徒が少なかったことが課題で

ある。そのため、今後の取組として、季節に合った天体を紹介するポスターを作成し、掲示する。そして、

生徒が天体に関する学習内容の理解を深められるようにしていきたい。  

＜生徒の感想＞ 

・ プラネタリウムを友達と話しながら見れ

たので、楽しかった。星座の形や位置を詳し

く見ることができて、星座の話などに興味が

わいた。夜、晴れていれば外に出て空を見て

みようと思った。 

 

・ 星の動き方がよくわかっていなかったけ

ど、実際に動く星を見て、よくわかった。 

 

・ 実際に勉強したことを使って星を探した

り、動いているところを実際に見ることがで

きたりして良かった。さらに、北極星の探し

方も知ることができて良かった。 

 

・ 無数の星があって、それぞれに名前がつい

ていて、とても面白かった。もっと宇宙につ

いて知りたいと思った。 

 

・ きれいだったし、とても面白かった。星座

を探すのは難しかったけど、オリオン座とさ

そり座の関係がよくわかった。実際の空から

も星座を見つけてみたい。 

 

・ 前までは、知識もなくただ楽しむだけだっ

たけど、知識が増えたことで新たな楽しさに

気づけた。 


